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一

ア
マ
ダ
ゴ
エ
天
国
越
河
北
部
九
折
か
ら
越
中

一
し
、
不
残
十
入
堅
持
な
る
軍
政
局
と
い
ふ
に
渡
b
、

ア
マ
イ
ケ
ム
ロ
ド

一
一
四
側
披
加
安
祭
寺
に
越
え
る
山
路
を
い
ふ
。

一
返
り
の
小
島
叉
は
七
盟
此
方
の
七
つ
島
な
ど
を
杭
ぎ

天
地
。

一

ア
マ
h
F
Z

南
谷
げ
戸
羽
咋
部
二
所
宮
の
内
の

一
て
、
多
〈
飽
額
・
お
誌
を
取
白
て
、
九
且
に
な
れ
ば

ア
マ
イ
ハ
一
同
岩

能

安
市
回
一
仰
山
に
あ
る
お
h
。

一
小
守
。

一
民
b
来
る
也
。
』
と
あ
る
。
却
代
に
於
い
て
は
六
月
よ

能
袈
郡
名
制
誌
に
、
百
円
似
村
雨
岩
に
九
尺
に
こ
削
均

一

ア
マ
ダ
ホ
甘
国
保
湖
町
怖
に
在
っ
た
。
承
久

り
十
且
に
主
る
開
制
れ
ぬ
に
診
り
て
漁
惜
別
に
従
ひ
、

の
開
が
あ
っ
て
、
そ
の
派
内
に
紳
山
川
出
入
を
絞
っ
て
あ

一
=
一
年
注
巡
の
能
殺
州
問
敏
同
級
に
、『
H
川
保
、

試
問

一
品
よ
り
一
旦
本
問
に
郎
っ
た
後
、
更
に
必
障
に
品
川
う

っ
た
が
、
営
一
宇
は
今
朽
放
し
て
ゐ
る
。
叉
狗
の
ロ
な

一
六
、
一
苅
弘
元
蛇
線
虫
回
定
。
』
と
見
え
る
。
後
問
亦
甘

一
て
舟
を
滋
め
、
七
尾
に
奈
る
ま
で
探
鍛

・
そ
ダ
ッ
共

る
結
石
の
わ
れ
め
か
ら
、
侍
年
線
開
の
頃
蛇
町
制
体

一
山
保
の
名
を
ね
リ
す
る
。

一
の
他
の
築
物
と
米
安
一ロ
等
と
を
交
換
し
、
十
二
月
に

が
見
え
る
と
あ
る
。

一

ア
マ
ダ
ホ
甘
国
保

羽
川
市
に
回
し
、
山
市
政
時

一
室
り
て
再
び
邸
郷
す
る
を
例
と
し
、
之
を
滋
廻
b
と

ア
マ
ガ
ミ
雨
神

白

山

陥
添
口
脅
院
な
る
加
賀
代
で
は
、
防相知一
-綿
谷
・伴
野
・
緒
川

仇
初
日
円
五
村

一
い
ふ
O

草
山
政
時
代
の
院
士
の
産
物
は
製
斗
飽
-
一
誠
蛇
・

澗
か
ら
上
に
あ
っ
た
と
い
ふ
。
山
山
記
に
、
出
水
を
そ
台
ん
で
民
た
。

一
批
飽
で
あ
っ
た
。

叙
し
た
次
に
、
『次
坂
下
則
。
有
二

王
子
。
間
耐
-
一
2
0

ア
マ
ノ
タ
カ
ミ
チ
天
野
一
高
話
迦
椛
牢
右
衛
門
。
一

ア
マ
芝
ハ
ギ

・
あ
ま
み
は
ぎ

能
奥
で
も
と
一
且

此
内
品
川
蛇
株
主
事
雄
也
。
』
と

あ

る

。

冗

和

三

年

笑

黒

川

治

仰

の

治

知

二

百

-h
今
一
般
ぎ
、
母

由
六
日
に
行
は
れ
た
行
都
。
出
品
棋
を
若
し
、
天
狗
而
を

ア
守
ゴ
ゼ
ン
ミ
サ
キ
尼
御
前
岬

U
的
問
千
附

の
氏
に
よ
っ
て
天
賢
と
都
し
た

om文
元
年
回
目
。
子

一
被
っ
て
幣
吊
を
持
っ
た
者
が
主
と
な
り
、
同
じ
〈
一
大

の
西
北
方
拡
品
川
で
、
断
出
を
な
し
て
ゐ
る
。
仲
町
時
は
孫
制
緩
い
で
滞
に
ね
へ
た
。

一
狗
而
を
被
り
務
と
組
と
を
持
っ
た
者
と
料
木
を
持
つ

尼
子
制
と
い
ひ
、
お
人
の
笹
田
院
の
あ
っ
た
間
別
で
あ
る

ア
マ
ノ
ト
ホ
マ
サ
天
野
選
政
』
ヨ
シ
ミ
ウ
ヂ

一
た
者
、
及
び
猿
而
を
彼
り
袋
を
勉
う
た
者
が
之
に
従

ア
ホ
ヲ
ザ
イ
ジ
ヤ
ク
オ
ウ
キ
ヨ
ウ
カ
シ
ュ
ウ

と

い

ふ

。

育

児

氏

。

一
ふ
。

一
仔
の
侍
戸
に
人
る
や
、
そ
の
主
な
る
荷
E
耐

北一
蹴
雀
翁
狂
歌
集

↓
ジ
ヤ
ジ
ャ
ム
ジ
ヤ
Y

ユ
ウ

ア
マ
ザ
キ

海
士
一
時
羽
咋
市
千
祁
の
開
方
脚
内

一

ア
マ
マ
チ

海
士
町

臥
主
制
に
在
り
、
も
と
大

一
に
泌
み
て
拍
手
し
、
幣
同
を
桜
っ
て
紋
を
な
し
、
従

治

哉

治

哉

血

邪

集

。

で

、
一

に
尼
民
間
と
も
暫
〈
。
能
習
か
円
附
剛
志
に
、
『
尼
崎
屋
庄
に
服
す
る
初
主
の
部
w
m
で
蛤
均
一
山
士
と
呼
ば
れ

一
者
は
手
国
民
似
で
怖
を
出
せ
と
い
ふ
。
そ
の
餅
世
間
す

ア
マ
イ
ケ
雨
規

江
沼
郡
品
目
宇
の
山
。
を
恕
紀

一
と
云
あ
り
。
此
閉
山
向
然
と
熊
一
集
令
官
〈
住
ず
る
也
。
』
と

た

が

、
今
は
給
自
仰
の
一
部
に
な
っ
て
限
る
。
こ
の
お

一
こ
と
迩
き
と
き
は
、
恐
と
槌
と
で
地
縁
に
孔
青
山
諮
っ

問
に
、
こ
の
村
の
拠
に
問
地
と
名
づ
け
る
松
山
が
あ

一
あ

る

。

士

は

永

品

開
4
ム
一
年
か
ら
筑
前
金
ヶ
附
の
者
で
、
保証・

一
如
き
欣
を
な
し
、
又
叫
柏
木
で
泊
り
廻
す
態
を
な
す
。

る
と
犯
す
る
。

↑

ア
マ
ザ
ケ
マ
ツ
リ
甘
酒
祭
刑
制
的
郷
町
出
川
の
入

割
引
昨
市
赤
口
、
以市

mm育
術
・皆
月
に
来
的
す
る
V
H
が

一
か
〈
て
餅
を
奥
へ
る
時
は
、抽
出
ひ
た
る
袋
に
収
め
て

ア
マ
イ
ケ
天
地

白

山

の
尾
添
口
忠
岡
山
間
千
潔
今

一
一
附
榊
祉
は
、
九
月
十
二
日
を
以
て
秋
一
時
半
祭
と
す
る
が
、
あ
っ
た
が
、
文
政
三
年
か
ら
凶
LT
抑
制
入
に
住
し
、

一
去
る
。
こ
の
餅
の
一
部
は
一
行
が
食
し
、
他
は
氏
却

ぬ
即
ち
今
い
ふ
市
内
の
背
越
か
ら
上
に
あ
る
泊
。
白
山

一
こ
の
日
各
戸
砲
と
阪
と
を
田
町
際
せ
し
め
た

H
梢
を
作
元
利
三
年
か
ら
光
舗
に
m
v
o、
陸
安
二
年
十
月
に
今

一
し
て
そ
の
代
金
を
神
社
に
献
ず
る
の
で
あ
る
o

闘
僻
に
『
天
他
の
室
は
方
二
問
、
板
附
に
て
甚
だ
丈
夫

一
っ
て
之
を
御
前
に
供
し
、
松
し
て

HMm祭
と
い
」
。

一
の
地
に
料
じ
た
も
の
だ
と
、
刷
れ
ぬ
前
把
に
紋
せ
て

ア
マ
ヨ
ヘ
イ
ロ
タ
雨
夜
平
六

大
器
寺
の
瀞
士
。

に
作
る
。
=
一
方
は
高
き
石
垣
に
て
風
を
防
ぐ
。
前
に

一
一阿部
子
浦
で
は
十
二
且
十
六
日
に
行
は
れ
る
。
作
時

一
阿
る
。
そ
の
筑
前
金
ヶ
附
と
仰
へ
る
も
の
は
館
前
金

一
級
二
百
石
。
平
六
才
羽
僻
舌
栄
に
勝
れ
、
書
世
好
み
、

二
間
四
方
討
の
抽
出
あ
り
。
後
の
方
に
入
間
四
方
許
の

一
大
火
の
あ
っ
た
日
を
記
念
す
る
忠
の
で
あ
る
と
も
い
一
ヶ
附
の
誌
で
あ
ら
う
。
能
資
名
跡
志
の

一
本
に
、『海

一
兵
怨
は
山
鹿
の
一
流
を
極
め
、
叉
乱
舞
を
笥
ひ
、
狂

池
ゐ
り
。
是
を
天
池
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
が
、
こ
の
室

一
ふ。

一
士
町
は
脱
走
町
の
匹
、
槍
島
附
の
聞
に
在
力
。
音
は

一
献
を
も
能
く
し
、
大
山
町
円
以
人
と
世
間
せ
ら
れ
た
。
一
括
主

戸
は
今
存
在
せ
ぬ
。
天
地
の
文
字
は
白
山
記
に
、
『
叉

一

ア
マ
ダ
雨
因

羽
咋
郡
の
泊
村
名
。
郷
村
名
義

一
越
前
凶
よ
り
夏
仰
に
来
り
、
此
仲
を
稼
い
ざ
し
に
、
中

一
前
回
利
直
時
代
の
人
で
、
利
訟
の
側
小
姓
を
勤
め
た

山
頂
有
ν
地
獄
a
雨
池
。
的
有
為
晶
宇
室
一
宇
↓
安
=
閉山

一
抄
に
、
抗
谷
村
山
相
川
村
・
伴
野
村
・
街
女
村
を
雨
削

一
切
よ
り
此
市
山
に
在
住
を
し
て
、
今
も
初
役
御
邦
地
也
。

一
こ
と
も
あ
る
。

三
防
御
鉢
-
鎚
註
。
』
と
あ
る
が
、
永
正
の
白
山
田
脚
頂

一
村
と
い
ふ
と
あ
り
、
正
保
-w
H
文
・
点
目
?
の
前
辻
艇
に

一
初
は
か
す
か
な
る
住
民
に
で
あ
り
し
に
、
次
第
に
時
間

一

私
詑
に
は
、
阪
に
天
地
と
記
し
て
ゐ
る
。

一
も
雨
凹
村
が
あ
る
o

延
写
の
邸
付
に
、
前
促
四
今
村

一
え
て
、

め
ら
れ
て
自
貼
附
し
た
と
口
問
に
い
ふ
が
、
門
川
有
の
人

物
で
あ
ら
う
。
義
宗
は
能
mw誌
に
綱
辿
に
作
っ
て
ゐ

る
。
法
徳
九
年
八
且
六
日
間
都
利
口
口
口
と
書
い
た

珠
洲
問
主
の
消
防
出
に
闘
す
る
文
旬
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
町
文
九
年
珠
洲
郡
大
町
泥
木
の
虫
民
が
、
悶甲車

部
柴
村
と
入
合
地
を
年
う
た
際
初
め
て
加
賀
滞
に
提

出
せ
ら
れ
、円
起
に
よ
っ
て
勝
訴
を
得
た
も
の
で
、
そ

の
由
民
民
は
言
ふ
を
件
付
た
ぬ
。

ア
ベ
リ
ュ
ウ
タ
イ
阿
部
局
堆

ぷ
永

・
安
政
頃

の
人
で
、
民
軍
部
門
前
の
積
活
{
生
で
あ
っ
た
。
浪
部

町
・横
山
間
川
町
に
円
一
・び
、
文
樹
岱
と
も
安
穏
堂
と
も

観
し
て
簡
を
活
〈
し
た
。

ア
ホ
ヲ
サ
イ
キ
ヨ
ウ
カ

阿
北
開
閉
柱
歌
一
般
。

期
越
左
税
次
世
。
凶
川
町
を
阿
北
知
狂
敗
と
し
て
、
同

人
の
序
文
が
あ
り
、
以
下
そ
の
作
を
列
回
申
し
て
あ

ヲ
句
。

天
地
室
戸

4
7
マ
イ
ケ

阿

ア
マ
リ
ベ
ゴ
ウ

鍛
戸
府
間

悶
車
部
の
古
郷
れ
で
、

安
市
内
利
伯
と
訓
む
。
所
在
は
今
替
か
で
な
い
。

ア
マ
リ
ベ
ゴ
ウ

蝕
戸
田
悶

珠
洲
郡
の
芭
郷
名
で
、


